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研究成果の概要（和文）：農業近代化の過程で、種子供給の専門化が進んでいるが、途上国を中心に種子（タ
ネ）を取り続けている農家・農民（種子システム研究において「ローカル」または「インフォーマル」と分類さ
れる）が存在する。この「ローカル」「インフォーマル」制度の持続性について、その条件・多様なアクターの
関わり・農民自身の意識を、エチオピアにおけるテフ栽培を中心に分析した。
外部条件としての国際植物遺伝資源条約の存在、NGOの積極的な介入、政府の（消極的）承認・内部条件として
の農家自身の多様な品種の必要性及び新品種種子への欲求等が明らかになった。持続可能な農業にはこのような
要件を外部者が認識することが必要であることを提言した。

研究成果の概要（英文）：Exsistence of local and informal seed provision has been observed in spite 
of rapid specialization of seed provision through modernization of agriculture. Conditions and 
environment, contribution of different actors, and parception of farmers to sustain such provision 
mechanism have been documented and analysed using mainly cases of Tef cultivation in Ethiopia.
International Treaties, contribution of civil society sector, recognition by government although not
 so positive are main external factors. Rcognition by farmers of importance of different varieties 
and demands for new varieties are internal factors shared by farmers themselves. 
Sharing such infomrtion by external actors/players is recommended for further sustainability of 
local/informal system during intervention for improvement of agriculture. 

研究分野：開発農学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
種子供給システムは，種子の生産・保存・
流通・認証・販売などの一連の活動とそれを
支える組織制度であり、一般にフォーマル制
度とローカル（インフォーマル）制度との異
なる制度を用いて機能している。前者は政府
機関の管理のもとに供給される主として改
良品種の認証（保証）種子に関わる制度によ
り制御・統制されており、後者は農家自身に
よる採種や農家同士の交換・地域市場におけ
る流通による認証されない主に在来品種の
種子供給として機能している。 
品質の優れた種子を農家が安定して利用
できる環境を作ることは農業生産向上の重
要な課題の一つである。多くの途上国は、こ
の種子供給を政府または企業を主要なアク
ターとするフォーマルな制度の下で実現し
ようとしてきた。しかしながら、実態として、
農家が使用する種子の大半は自家採種や交
換・地域市場における調達等ローカル（イン
フォーマル）な制度を通じて入手している。
以前は、インフォーマルな制度を通じた種子
供給が途上国における農業生産性を低迷さ
せる要因とも指摘されてきた。しかし、近年
の研究ではインフォーマルな制度を通じた
種子供給が品質面からも量的な側面からも
充分に機能している例が報告されている。 
このような背景を踏まえて、本研究は、多
様な農業生態系と各農家の耕作面積の小規
模性のゆえに、広域適応を目的とした作物改
良品種の導入が必ずしも進展していないエ
チオピアを中心事例に、農家自身やコミュニ
ティによる作物の種子供給システム（＝イン
フォーマル制度）の持続性の評価を目指した。 

CIAT などの国際機関は、種子援助に関す
る研究の評価の中で、農業生態的に多様性に
恵まれ、伝統品種の存在及びその種子利用シ
ステムが地域に確立している地域では、イン
フォーマル制度の持続性が高いことを指摘
している。Mcguire（2005）は、種子供給シ
ステムが機能するためには、システムが農民
に必要な種子を持続的に（必要な量と質を必
要な時期に）供給できることが重要であるこ
とを、エチオピアにおけるソルガム種子研究
から明らかにしている。本研究チームのメン
バーも、先行研究として、エチオピアにおけ
る事例を農民組織の制度面と農家の技術レ
ベルの側面から個別的に評価分析し、農家自
身による豆類種子生産能力の高さ、地域市場
で流通する種子の品質の高さ、コミュニティ
による種子管理事例を発表してきた。 
エチオピアでも、従来はフォーマル制度の
整備のみを政策として実施してきたが、2013
年 3月に改正された種子法や種子戦略 5カ年
計画では、農業生態的多様性に富んだ地域に
おける環境及び社会の持続性と地域振興の
調和を図るためには、インフォーマル制度の
継続が農家の種子へのアクセスの安定にと
って意義があることを認めている。この変化
は、参加型開発の概念等の普及によるところ

が大きく、村落レベルから検証したデータは
必ずしも充分ではない。従って、本研究では、
食料農業植物遺伝資源国際条約（以下
ITPGRFA）が規定する農家自身が種子に対
する決定権を持つことを促す「農民の権利」
概念を参照枠組みとして、地域レベルの種子
供給制度の評価を試みた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、大規模な投入や組織制度の変革を
必要としない既存の種子供給の実態と有効
性を明示するとともに、その持続性を担保す
る要因・評価する指標を提示することにより、
途上国の種子供給システムの改善に資する
実証的研究成果を提供することを目的とし
た。 
ローカル（インフォーマル）とフォーマル
両制度の並存するエチオピアを研究対象地
とするが、アジア・ヨーロッパにおける事例
との比較を主に文献分析で行い、エチオピア
の特殊性と普遍性に配慮する。先行研究では
事例研究にとどまっていることが多いため、
本研究では、評価指標を構築する際には、事
例を政策及び国際条約の中に位置づけ、まず、
長年にわたって地域で形成されてきたイン
フォーマルとフォーマルの両方を含む種子
供給システムの成立・維持・変容のメカニズ
ムを検討した。 
 
３．研究の方法 
本研究は、国内研究者で構成する学際チーム
（開発行政学研究者を代表に、民族植物学、
農業経済・経営学、教育社会学、環境経済学
の研究者）が、食料主権・種子制度・システ
ム研究に知見の豊かなエチオピア国内及び
第三国の研究者と協力して実施した。 
（１）フォーマル種子制度及びインフォーマ
ル種子制度の特徴と並存実態の現状調査 
（２）農家を中心とした地域アクターのイン
フォーマル種子供給制度の実態調査 
（３）種子システムの持続性を構成する要因
を、国際条約及び種子法（法的枠組）・開発
思想・農業生態（民族植物学視点）、プロジ
ェクト評価項目から分析 
（４）持続可能なインフォーマル種子供給制
度評価方法を確立することによって、「農民
の権利」や「食料主権」の概念と両立する途
上国の種子システム開発の組織・制度提言に
資する。 
 
（準備段階）国際社会における「食料安全保
障」「食料主権」「農民の権利」の概念とプロ
ジェクト評価に関する枠組みについて、種子
供給制度を対象としたものを中心に先行研
究を整理 
（本格段階）フォーマルな制度を政策的に推
進してきたエチオピア（及び他地域）におけ
る持続的なインフォーマルな種子供給の事
例を抽出し、予備調査・調査項目の整理を行
った。 



インフォーマル種子供給制度が存在する
複数地域を対象に、農家を中心とした関係者
の実態調査を行った（協力機関への委託）。
申請時点では、フォーマル制度の導入が比較
的進んでいるオロミア州と、どちらかという
と遅れている南部諸民族州等の村落から抽
出し調査を行うことを予定していたが、アク
セスや治安上の問題で、首都近郊のオロミア
州デンディ地域を中心とした。 
調査では、農家による自家採種・保存・交
換・地域における販売を認める「農民の権利」
の概念と、プロジェクト評価項目を参照した
評価の可能性を念頭に置いた。 
（提言）政府や研究機関の参加を得た地域内
組織が中心となった持続可能な種子システ
ムの構築に対する外部者の関与の政策、手法
をチーム内で議論し、ノルウェーナンセン研
究所 Andersen 氏を迎えた研究会・公開セミ
ナーを総合地球環境学研究所・NGO と共同で
実施し、成果を社会に還元した。 
 
４．研究成果 
 
（１）まず、エチオピアにおいて実施されて
いるドナープロジェクトを抽出し、その特徴
を、フォーマルシステム・インフォーマル（ロ
ーカル）システムの位置づけの違いから分類
した。 
政府およびオランダの援助は、基本的にマー
ケットシステムを前提とした種子システム
を想定する立場で、フォーマルにできないか
らインフォーマルも認めるというスタンス
であることが明らかにされた。さらに、農家
の視点を重視しているが、フォーマルシステ
ムへの移行プロセスを重視し、将来生産者が
独立した企業的種子生産者となることが期
待されていた。 
例外的に、エチオピア有機種子行動（NGO）
は、農の営み全体を認識し、マーケットシス
テムにも乗らない伝統的な行為も同等に評
価することから、インフォーマルこそ農家の
権利という立場を取っていた。 
日本の協力は、種子の地産地消を謳い、種子
生産の分散化を促進するとともに、認証に関
しても地方への分権を目指し、フォーマルシ
ステムを尊重しながらも、農家が参画しやす
いローカルシステムの強化を行っていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（２）JICA プロジェクトと連携して、農家自
身による優良種子生産の課程を記録した。具
体的には、テフの播種量を削減する技術とし
て、砂と種子を混ぜる際に、単に砂を混ぜる
だけでなく、種子と砂の総量が同じになるこ
とで農家が混乱しないような技術開発に協
力した。また、小麦種子に関して塩水選の普
及方法において、農民参加の研究手法開発の
有効性を確認した。 
 この成果は、JICA プロジェクトに協力して
出 版 し た 書 籍 ”Farmer Research 
Group”(Practical Action Publishing : 
2016)の中に個別研究成果及びプロジェクト
評価の側面から掲載されている。（ISBN 
9781853399015） 
 
（３）農家にとっての種子と子実との区別が
明確でないことがインフォーマルシステム
の特徴の一つであると仮定して、農家の認識
を確認した結果、種子が種子として認識され
るタイミングが、極端な場合は播種の前日で
あることが明らかになった。このことから、
種子生産に特化した種子システム改善のア
プローチは、農家にとって違和感がある可能
性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（４）ローカル（インフォーマル）な制度は、
決して伝統作物や品種にのみ適用されてい
るものではなく、研究所が開発普及する種子
供給のタイミングが悪いことや量的に不足
する際には、市場で調達した種子を基に自家
採種・地域内採種と交換を行い、必要な種子
を供給していることが示唆された。 
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